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＜連絡事項＞
・なし
＜患者様情報＞
・原　吉郎様～臨時薬同内容で７日分処方。
・長嶺　孝様～臨時薬同内容で７日分処方。
・伊藤　雄一様～臨時薬同内容で７日分処方。
・山田　晃大様～臨時薬同内容で７日分処方。
＜要注目患者様＞
・岡沼　和久様～睡眠時間がまた短くなってきたと話し、今日は２時間半程の睡眠であったと報告。プログラムは欠席して自室で臥床しているが、外の音が気になり休むことが出来ないと訴えています。今後の予定としては、自宅への外泊を繰り返し、年内での退院を希望されています。引き続き、夜間の睡眠状況を観察していきましょう。
・伊藤　雄一様～血圧は収縮期血圧123～110mmHg、脈拍60台で経過。脈拍のリズム不整はありますが、不調の訴えはありません。体調面を考慮してプログラム・食事はホールで行っています。身体症状観察していきましょう。

・井上　和美様～午前のプログラム中掃除用具を巡って他者トラブルあり。ちり取りを貸して欲しいと話すと、「貸さねえ、うるせえ！」と叫ぶ様子見られています。時間の経過で落ち着いており、スタッフへ謝罪して来られています。精神症状観察し、トラブルのないよう見守りしていきましょう。
・山下　幸子様～昨日再入院した患者様と他病棟で顔を合わせる事があり、動揺してしまったと報告し、対応について相談されています。本日は気分の落ち込みや不調を訴える事はありませんが、他者とは距離をとって過ごしている様子が見られています。訴えがあった際は傾聴していきましょう。
・中村　寿昭様～昨日の面会後から気分の落ち込みを訴えていますが、頓服の使用はありません。苦手としている方から距離をとるためホールで過ごしていますが、午後には頭痛・疲労感を訴え自室で臥床して過ごしています。表情の硬さ見られ、他者への不満を訴えていますが、スタッフ対応は穏やかで悲観的発言は聞かれません。引き続き訴えの傾聴と、突発的に行動化しないよう観察していきます。
・上村　みわ様～レストランへの移動は拒否あり。朝食は配膳しホールで摂取していますが、昼食はエレベーターまで誘導するとレストランへ移動して摂取しています。腰痛訴えていますが、歩行はスムーズです。少しずつ離床促していきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒケース検討、診察情報＞
・佐々木　悦子様～38歳くらいの時に双子の女の子(かなことかつこ)を産んだと話している。よその男との間にできた子供だ等詳細を話している。
・沼端　恵子様～困っていることを書いてみてと伝えると、名前、退院したい、松田せいこ、辰勇ドコでむすこ、五戸浅水などと書いている。最近は怒って消毒液をなげることがあった。
・中川原　義雄様～ヘルニアがつらいと話しているためエアロビをやらないように伝えている。自分で押すと収まると話している。スミルスチックの処方希望あり。塗り過ぎると痒くため控えるよう伝えている。
・坂本　のり子様～12月24日に服を買うのと外食の為に外出したいと話している。病棟の看護師と決めるよう伝えている。
・上村　みわ様～シルバーカーを買っており、診察室まで押して歩いている。レストランには行かずホールで食べる事が多い。診察が終わると1人で立ってシルバーカーを押して下がっている。
＜皮膚科診察情報＞
・高田　マキ様～本人が軟膏塗布に拒否的となる事があり、趾間の状態は改善していることから、治癒となる。
・佐々木　悦子様～両足　特変なし。左口角に水疱、痂皮。単純性疱疹みられ、ビタラビン軟膏処方となる。
・風穴　義信様～皮膚乾燥改善見られ、処置終了。
・沼端　恵子様～左足底鶏眼切除。他同前処置。尿素クリーム２本処方。
・杉澤　恵子様～皮膚科診察前に他者トラブルあり、診察を拒否していたが時間経過と共に落ち着き診察を受ける。同処置継続。

・出河　攻様～テルビナフィン外用液１本処方。
・中村　豊様～口唇に落屑、表皮剥離➔リップクリーム使用促す。尿素クリーム１本、テルビナフィンクリーム１本処方。

